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知的障害児の視覚パターン認識に関する研究
― 模写テストを中心として ―
A Study on Visual Pattern Recognition in the Reproduction Test 
of Children with Intellectual Disabilities
佐久間　　　宏
はじめに
　作大論集第７号１）において、知的障害児に対して視覚パターン認識発達診断検査２）（以
下、VPRT）およびWISC-Rを実施し、その視覚パターン認識の発達特性について、次の
点を明らかにした。
１　被検児のCAは、VPRTの下位検査の得点および通過率を左右する要因になっている。
２　障害の程度もまた、VPRTの下位検査の得点および通過率を左右する要因になっている。
３　被検児のMAは、VPRTの得点や通過率を左右する重要な要因になっている。
４　模写テスト（テスト６および７）の複合図形および漢字の字形において、分類された
６つのパターン認識型と被検児のMAとの間に密接な関係がある。すなわち、MAの高
い知的障害児は統合的分節化によるパターン認識が可能であるが、逆に、MAの低い者
は断片的・継ぎ足し的分節化による認識にとどまる傾向がある。
５　模写された図形や字形に特徴的なくずれ、ずれや歪みがあるパターン認識 i 型は比較
的知能水準の低い被検児に多く認められることから、この型の出現は知的障害児の刺激
パターンを有機的に捉える力、つまり、関係認識能力の弱さを示すと考えられる。
６　外因性知的障害児は、CAおよび知能水準がほぼ同一なる内因性に比べて、パターン
を認識する力が全般的に劣っている。とくに、テスト１（空間位置関係－異形識別）と
テスト９（雑音／意味比の効果）を苦手としている。
　　つまり、外因性知的障害児は刺激パターンの構成要素の一つひとつに気をとられて、
刺激パターンの構成要素とその布置関係がもたらす全体のパターン（全体－部分関係）
を見失い易く、また容易に妨害線（雑音）に惑わされてしまい、刺激パターンの決定的
特徴点を捉えられないのである。
７　このような外因性知的障害児の視覚パターン認識の特徴は、Strauss,A.A.が指摘する
脳障害知的障害児の知覚における被転導性（「注意が部分部分に縛られてしまい、部分
の一つを小さな全体と見なし易い」および「不必要な外部刺激に注意が過度に固着する」）
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と内容的に一致する。すなわち、Strauss,A.A.の被転導性が本研究においては、外因性知
的障害児の視覚パターン認識の特性として確認されたことになる。
　従って、一人ひとりの知的障害児の障害特性に見合った教育をすすめるためには、「子
どもの知能水準に合わせた支援」だけでなく、内因性および外因性の視覚パターン認識の
相違をも考慮した支援が必要不可欠である。とりわけ、外因性知的障害児の学習をすすめ
るにあたっては、過去の経験を通してよく知っているパターン、特定の意味や内容のある
パターン、そしてまぎれ易い要素を含まない構造化された（全体－部分関係を認識し易い）
パターンの活用が効果的であることを明らかにした。
　しかしながら、この論文では模写テストの仮説と結果について、紙面の関係で詳しく論
じることができなかった。
　そこで、本稿では模写テストの仮説とその結果の分析を加えて、知的障害児の視覚パター
ン認識の発達特性を総合的に明らかにする。
Ⅰ　パターン認識の発達と模写テストの仮説
１　パターン認識の定義と模写テスト
　小柳３）は、「心身の障害の有無にかかわらず、子どもたちのどんな学習にも、そして行
動にも、パターン認識（pattern recognition）が多かれ少なかれ関与している。というのは、
学習や行動を誘発する外界からの刺激は、それが視覚刺激であれ、聴覚刺激であれ、ある
いはまた触覚刺激であれ、その刺激を構成する要素（elements）と、それらの要素の時間
的／空間的な布置関係（constellation）が生み出す何らかのパターンをもっているからで
ある。そのパターン、つまり“かたち”を捉えること、それがパターン認識である」と定
義している。
　そして、「立体コピー装置」＊を使って凸化した図形や字形を両手で触らせながら、「レー
ズライター」＊＊で描かせる模写テストを盲児に課し、その触覚パターン認識の発達特性
を明らかにしている。
　同時にまた、強度弱視児、健常幼児、そして知的障害児に視覚による模写テストを実施
し、それぞれの視覚パターン認識の発達特性を明らかにするとともに、盲児の触覚パター
ン認識との比較研究を行っている。
＊ “ミクロパールF-30”と呼ばれる低沸点の炭化水素を包み込んだマイクロカプセル剤を塗った用
紙に原稿を複写し、発熱機で熱処理をすると、複写した黒い部分が凸化する。
＊＊ 弾力性に富んだゴム板の上に、ビニールペーパー〈薄い紙と塩化ビニールシートを貼り合せたも
の〉を、紙面が上になるようにして載せ、その上からボールペンで書くと、その書いた線が盛り
上がって出でくる。
31
知的障害児の視覚パターン認識に関する研究
Sakushin Gakuin University Bulletin No.8 2018.3
２　知覚における分節化
　われわれ人間には、外界からの刺激をばらばらにではなく、できるだけまとまりのある
形として知覚する性質（知覚における分節化）がある。
　ゲシュタルト心理学のWertheimer,M.は、近いものは近いもの同士（近接）、似ている
ものは似ているもの同士（類似）、閉じ合っているものは閉じ合ているもの同士（閉鎖）、
よい連続的な流れにあるもの同士（よい連続）、そして同じレベルで共通する運命にある
もの同士（共通運命）をまとめて知覚する性質に対して、図１に示す５つの要因を明らか
にしている。
　近接の要因では６本の縦線がこの様に並んでいるとき、われわれは隣接する２つの線を
まとめて、あたかも３本の柱が立っているものとしてに知覚するのである。
　また、類似の要因は白丸は白丸、黒丸は黒丸でまとめ、白丸○と黒丸●を一括りにして
知覚することはない。
　閉鎖の要因では閉じ
合っているもの同士を括
るのであって、背を向け
ているものを一つにまと
めて知覚することはない
のである。
　また、よい連続の要因
では、例え交差していて
も、よい連続的な流れに
ある線を途中で止めて、
ADやBCという様に知覚
することはしない。
　そして、共通運命の
要因では、ABC,DEFお
よびGHIと一まとめにす
るものの、レベルの違
うCDEやEFGを一つに
括って知覚することは決
してないのである。
近接の要因 類似の要因
閉鎖の要因
共通運命の要因よい連続の要因
図１　知覚における分節化の要因
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３　パターン認識の発達とその把握様式
　山梨ほか４）は、視覚障害児が刺激パターンをどのように捉えるのか（把握様式）を、
知覚における分節化の面からと一般的な関係認識能力の２方面から分析し、次の５つのパ
ターン認識型に分類し、そのパターン認識の発達特性について研究している。（図２）
　Ⅰ型は、模写図形に一定のまと
まった形が認められない段階のも
のあり、またⅡ型とは、知覚におけ
る分節化の一つである「閉鎖の要
因」＊が「よい連続の要因」＊＊より
も優位に働き、そのために断片的・
継ぎ足し的分節化によるパターン
認識が現れ易くなる段階である。
　Ⅲ型はＥ要因とＣ要因とが平衡
を保ちながら働き、Ⅱ型からⅣ・Ⅴ
型への過渡的な段階の特徴を示す
把握様式である。
　また、Ⅳ型はⅡ型とは逆に、Ｅ
要因よりもＣ要因の方が優位に働
き、そのために統合的分節化による
パターン認識が現れ易くなるもの
の、接合する線が離れたりはみ出し
たりするなど、部分的に不完全な箇
所が認められる把握様式である。
　そして、Ⅴ型とは、刺激パターン
を誤りなく正確に模写しているも
のをいう。
４　パターン認識の類似性
　小柳は、盲児に対しては触知覚による模写テストを、そして強度弱視児、健常幼児や知
的障害児については視知覚を通した模写テストを実施し、触覚および視覚パターン認識の
特性を明らかにするとともに、それぞれのパターン認識の発達の比較研究を行っている。
　その中で、触知覚を通した模写図形や字形の分析から、盲児には断片的・継ぎ足し的分
図２　パターン認識の５つの型
刺激パターン
Ｅ要因＞Ｃ要因
Ｅ要因＝Ｃ要因
Ｅ要因＜Ｃ要因
Ⅰ型
Ⅱ型
Ⅲ型
Ⅳ型
Ⅴ型
＊factor of enclosureをＥ要因、＊＊factor of good cuntinuityをＣ要因と略記する。
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節化によるばらばらなパターン認
識が頻繁に認められることを明ら
かにした。
　原因として、盲児が触運動知覚
によって刺激パターンを捉える場
合、パターンの全体を知覚するに
は、両手の指先を次々に動かして
いなければならず、その知覚が部
分的・継時的にならざるを得ない
ことを挙げている。
　それに加えて、触覚のように一
度に把握できる範囲が著しく制限
された条件下では、刺激パターン
の全体的な構造や特徴を捉え切れ
ず、知覚における分節化の一つで
あるＣ要因よりもＥ要因が優位に
働くために、小さな単位での分節
化あるいは集括化が生じてしまい、
断片的で細切れ的な把握様式にな
り易くなると指摘している。
　また、視知覚によるパターン認識であっても、視力が弱く一度に知覚できる範囲が狭い
強度弱視児の場合も、模写図形や字形にⅡ型のばらばらなパターン認識が多く現れること
を明らかにしている。
　その理由として、視力が弱く視野が狭くなると、見ようとするものに目を近づけるので、
一度に見える範囲が縮小し、盲児ほどではないものの、その視覚パターン認識は断片的・
継ぎ足し的分節化による把握様式になり易くなると説明している。
　また、視覚に障害がなく、知能と呼ばれる一般的な知的能力の発達が十分でない健常幼
児および知的障害児においても、視知覚を通した模写図形や字形であるにもかかわらず、
断片的・継ぎ足し的分節化によるばらばらなパターン認識が多く認められることが明らか
になっている。
　これらの結果は、盲児の触知覚によるパターン認識と強度弱視児、健常幼児、そして知
的障害児の視知覚を通したパターン認識との間には、Ⅱ型の細切れでばらばらなパターン
認識が現れ易いという共通し、類似した把握様式があることを示している。（図３）
刺激パターン
盲児
強度弱視児
健常幼児
知的障害児
図３　パターン認識の類似性
34
作大論集　第８号　2018年３月
５　模写テストの仮説
　それでは、盲児、強度弱視児、健常幼児、そして知的障害児のパターン認識のこの類似
性はどんな仮説で説明できるのであろうか。
　模写テストにおいて、盲児が指先の触運動知覚によって刺激パターンを捉える場合、知
覚の条件が目で見るのとは違って、どうしても部分的・継時的にならざるを得ず、Ⅱ型の
断片的・継ぎ足し的なパターン認識となるのは避けられない。
図４　模写テストの仮説
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　また、強度弱視児も視力が弱く視野が狭いので、紙面に目を近づけて見ようとするため
に、盲児の場合と同様、知覚の条件が部分的・継時的にならざるを得ないのである。
　こうした視覚障害という知覚の制約により、それだけ情報受容容量が小さくなってしま
うため、盲児の触覚パターン認識と強度弱視児の視覚パターン認識との間には、Ⅱ型とい
う断片的・継ぎ足し的分節化による把握様式が共通して認められると考えられる。
　つまり、盲児や強度弱視児の場合は、知覚の条件が全体的・同時的ではなく、部分的・
継時的であるために、障害の程度（盲→強度弱視→軽度弱視）によって、その情報受容容
量（小→中→大）は大きく左右されるのである。（図４）
　従って、被検児の視力が健常視力に近づけば近づほど、全体的・同時的な知覚の条件下
に置かれ、情報受容容量もそれだけ大きくなるので、模写図形や字形にⅣ・Ⅴ型の統合的
分節化によるパターン認識が現れ易くなる。
　一方、視力に障害のない健常幼児や知的障害児の場合は、全体的・同時的知覚の条件に
あるにもかかわらず、知能が未発達で情報処理容量が小さくとどまるために、Ⅱ型の断片
的・継ぎ足し的分節化による細切れでばらばらな把握様式に陥り易いと考えられる。
　すなわち、健常幼児の生活年齢（低→高）や知的障害児の知能の発達（遅→進）によっ
て、その情報処理容量は大きく左右されるのである。
　従って、健常幼児および知的障害児の生活年齢や精神年齢が高くなれば、情報処理容量
はそれだけ大きくなり、模写図形や字形にⅣ・Ⅴ型の統合的分節化によるパターン認識が
現れ易くなると考えられる。
Ⅱ　知的障害児の視覚パターン認識に関する研究－模写テスト
を中心として－
１　研究目的
　知的障害児に対してVPRTの模写テストを実施し、模写された複合図形や漢字の字形の
分析を通して、視覚パターン認識の特性を解明することにある。
　とくに、知的障害児のMA（精神年齢）とパターン認識の型（把握様式）との関係を中心に、
その発達特性を明らかにする。
２　研究方法
１．被検児
　栃木県における特別支援学校および小中学校の特別支援学級の知的障害がある児童生徒
（84名）に対して、VPRTの模写テストを実施した。また、知能水準との関係を明らかに
するために、63名の児童生徒に対して知能検査のWISC-Rを実施した。（表１）
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　表１　被検児一覧（VPRTおよびWISC-R）
学校／学部 小学校／小学部 中学校／中学部 高等部 計
学　年 1 2 3 4 5 6 1 2 3 1 2 3
Ａ特別支援学校　　　
VPRT 4 6 7 9 3 3 6 5 8 8 7 11 77
WISC-R 2 3 1 2 1 2 6 3 10 30
Ｂ小学校特別支援学級
VPRT 1 1 3 1 6
WISC-R 1 1 3 1 6
Ｃ小学校特別支援学級
VPRT 1 2 1 1 2 7
WISC-R 1 1 2 4
Ｄ中学校特別支援学級
VPRT 3 5 7 15
WISC-R 3 3 5 11
Ｅ中学校特別支援学級
VPRT 5 3 4 12
WISC-R 5 3 4 12
合　計
VPRT 45 46 26 117
WISC-R 18 26 19 63
２．模写テスト（テスト６・７）について
（１）刺激パターンとその特徴点
　図５に、模写テストの刺激パターンとその特徴点を示す。
　刺　激　パ　タ　ー　ン 特　徴　点
　①－３つの正方形の複合図形－
特徴点：正方形の８箇所の点接合
（薔薇の花形図形）
　②－３つの六角形の複合図形－
特徴点：真ん中のＹ字形の線接合
（蜂の巣図形）
　③－正立三角形と倒立三角形の
複合図形－特徴点：左右のＸ字形
の線交差－（鼓形図形）
　①－特徴点：一方が開いており、
不完全な囲みの要素を含む線接合
の字形（漢字・「斐」）
　②－特徴点：完全な囲みの要素
を含む線交差の字形（ただし、こ
ういう漢字は実際にはない）
　③－特徴点：完全な囲みの要素
を含む線交差の字形（漢字・「無」）
図５　刺激パターンと特徴点
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（２）評価基準
　模写された図形や字形を、次の６つのパターン認識型に分類し、分析した。
　Ⅰ型－図形や字形に一定のまとまった形が認められない。
　Ⅱ型－知覚における分節化の一つであるＥ要因がＣ要因よりも優位に働き、そのために
断片的・継ぎ足し的分節化によるパターン認識が現れ易くなる。
　Ⅲ型－Ｅ要因とＣ要因とが平衡を保ちながら働き、Ⅱ型からⅣ・Ⅴ型への過渡的な段階
の特徴を示す。
　 i（★ireguler）型－図形や字形に特徴的なくずれ、ずれや歪みが認められる。
　Ⅳ型－Ｅ要因よりもＣ要因が優位に働き、そのために統合的分節化によるパターン認識
が現れ易くなるものの、部分的に不完全な箇所がある。
　Ⅴ型－手本の図形や字形を誤りなく正確に模写している。
　図６に、６つのパターン認識型（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・  i  ・Ⅳ・Ⅴ）とその典型例を示す。
図６　パターン認識型と典型例
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３　結果と考察
１．複合図形の模写（テスト６）とMAとの関係
（１）薔薇の花形図形
　薔薇の花形図形について、被検児（63名）のMA別のパターン認識型とその出現率を示す。
（表２、図７）
　表２　パターン認識型と出現率	 （％）
MA（歳：か月） 人数
パターン認識の型
Ⅰ Ⅱ Ⅲ i Ⅳ Ⅴ
６：00未満 25 ２（８） ２（８） ０（０） ７（28） 14（56） ０（０）
６：０～７：11 19 ０（０） ０（０） ０（０） １（５） 17（90） １（５）
８：０以上 19 ０（０） ０（０） ０（０） ０（０） 10（53） ９（47）
合計 63 ２（３） ２（３） ０（０） ８（13） 41（65） 10（16）
　表２および図７から、Ⅳ・Ⅴ
型の出現率はMAが高くなるにつ
れて上昇し、MA８歳以上の群に
至ってはすべてこの型で占められ
ている。
　断片的・継ぎ足し的分節化に
よるパターン認識を示すⅡ型は、
MA６歳未満群の２名に、また模
写図形に特徴的なくずれ、ずれや
歪みのある i 型は、MA６歳未満
群の７名に、そしてMA６歳から
７歳11か月群の１名にみられるが、
MA８歳以上の群になると全く認
められない。
　図８に、薔薇の花形図形のⅡ型
と i 型の典型例を示す。
　№54の模写図形をみると、内側
の正方形はどうにか捉えているが、刺激パターンの全体的な構造や特徴点を捉え切れず、
正方形の四隅に小さな三角形を張り付けた様な形になっている。
図７　パターン認識型と出現率
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　健常視力のある№54の場合は、情報受容容量としては全体的・同時的知覚の条件下にあ
るにもかかわらず、知覚における分節化のＥ要因の方がＣ要因よりも優位に働き、Ⅱ型の
断片的・継ぎ足し的分節化によるばらばらなパターン認識になったと考えられる。
　また、№57の i 型では、どうにか正方形は捉えられているが、真ん中の正方形を90度回
転できずに、まるで大・中・小の重箱を重ねた様に描いている。
　この模写図形から、№57は刺激パターンの決定的特徴である８箇所の接合点を捉え切れ
ず、薔薇の花型図形の全体－部分関係を有機的に把握していないことがわかる。
　№73の場合は、接合点の一部は捉えているものの、真ん中の正方形の回転が不十分であ
り、それがくずれて三角形に変形してしまっている。さらに、№17は一接合点は捉えるこ
とができたが、真ん中の正方形が完全にくずれて、目玉焼きの様な形になっている。
（２）蜂の巣図形
　蜂の巣図形について、MA別のパターン認識型とその出現率を示す。（表３、図９）
　表３および図９より、Ⅳ・Ⅴ型はMAの高い被検児に、Ⅱ型はMAの低い者に多く認め
られる傾向がある。そして、MA８歳以上の群にはⅡ型の者は一人もいない。
　表３　パターン認識型と出現率	 （％）
MA（歳：か月） 人数
パターン認識の型
Ⅰ Ⅱ Ⅲ i Ⅳ Ⅴ
６：00未満 25 １（４） 16（64） ２（８） ３（12） ２（８） １（４）
６：０～７：11 19 ０（０） ４（21） ２（10） ２（10） ６（32） ５（27）
８：０以上 19 ０（０） ０（０） ３（16） ２（10） ３（16） 11（58）
合計 63 １（２） 20（32） ７（11） ７（11） 11（17） 17（27）
　図10に、蜂の巣図形のⅡ型と i 型の典型例を示す。
　№31のⅡ型の模写図形をみると、３つの六角形がそれぞればらばらに描かれており、こ
の刺激パターンの特徴点である真ん中のＹ字形の部分が全く捉えられていない。
　この複合図形を大人が捉える場合、“六角形が３つあり、蜂の巣の様な模様をしている”
図８　Ⅱ型と	i 型の典型例（薔薇の花形図形）
№54（Ⅱ型） №57（	i 型） №73（	i 型） №17（	i 型）
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といった知覚や認知の仕方をするのが一
般的である。
　そして、これと同じ様に描くことを求
められると、真ん中のＹ字形をしている
線分が、それぞれ隣接している六角形の
共有線となっていることが認識される限
りにおいては、３つの六角形をばらばら
に描くことはない。
　つまり、知覚や認知の段階では１本の線
であるものを、それぞれの線が二重の機能
を有することを理解できずに、六角形をば
らばらに描いてしまったため、№31の模写
図形は断片的・継ぎ足し的分化によるパター
ン認識であるⅡ型になったと考えられる。
　ここに、共有線の働きを理解できず小
さい情報処理容量にとどまる、知的障害
児の視覚パターン認識の特性をみること
ができる。
　また、№32の i 型においては、３つの六角形が接合するＹ字形の線はどうにか捉えてい
るが、六角形が正方形に変形して描かれている。同様に、№114の場合もまた、六角形を
描けず歪んだ形になっている。
　さらに、№99の場合は、単一図形の模写（テスト５）では六角形を正しく描いているに
もかかわらず、この複合図形の特徴点であるＹ字形の接合線を完全に抜け落としてしまい、
外枠だけを描く結果となっている。これは、№99が蜂の巣図形の全体－部分関係を構造的・
有機的に把握できていないことを示している。
図９　パターン認識型と出現率
図10　Ⅱ型と	i 型の典型例（蜂の巣図形）
№31（Ⅱ型） №32（	i 型） №114（	i 型） №99（	i 型）
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（３）鼓型図形
　鼓型図形について、MA別のパターン認識型とその出現率を示す。（表４、図11）
　表４　パターン認識型と出現率	 （％）
MA（歳：か月） 人数
パターン認識の型
Ⅰ Ⅱ Ⅲ i Ⅳ Ⅴ
６：00未満 25 ４（16） ８（32） ０（０） ５（20） ８（32） ０（０）
６：０～７：11 19 ０（０） ２（10） ６（32） ０（０） ９（48） ２（10）
８：０以上 19 ０（０） １（５） ４（21） ０（０） ６（32） ８（42）
合計 63 ４（６） 11（17） 10（16） ５（８） 23（37） 10（16）
　表４および図11から、Ⅳ・Ⅴ型の出現
率はMAの上昇とともに高くなり、逆に
Ⅱ型は低くなっていることがわかる。
　Ⅲ型はMAが比較的高い群に一定数み
られるものの、MAの低い被検児には全
く認められない。また、  i 型はMA６歳
未満の知能水準が低い群にだけにみられ、
その他の群には現れていない。
　図12に、鼓型図形のⅡ型と i 型の典型
例を示す。
　№54の模写図形をみると、正立と倒立三
角形が重なる菱形の部分が５角形に変形
し、上に左右の耳と下に両足を付けた犬の
後ろ姿を描いた様な形になっている。
　これは、盲児の一度に把握できる範囲
が著しく制限された条件の場合でなくと
も、知覚における分節化の一つであるＣ
要因よりもＥ要因が優位に働くため、小
さな単位での分節化あるは集括化が生じ、刺激パターンの全体的な構造や特徴点を捉え切
れずに、断片的で細切れ的な把握様式にとどまってしまうことを示している。
　ここに、知覚における分節化のＣ要因よりもＥ要因が優位に働き易く、それだけ情報処
理容量の小さい知的障害児のパターン認識の特性をみることができる。
図11　パターン認識型と出現率
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　図12より、№55の i 型をみると、鼓型図形（線交差）が２つの三角形の組み合わせであ
ることはどうにか捉えているが、この刺激パターンの特徴点である交差するＸ字形の部分
が全く捉えられておらず、あたかも点で接合している様に描いている。
　同様に、№57も２つの三角形が交差するＸ字形が把握されておらず、小さな正立三角形
が大きな倒立三角形に包まれた様な形になっている。
　また、№24の i 型の場合は、２つの三角形の組み合わせの部分は捉えているものの、倒
立した三角形を180度回転させることができず、まるで２つの三角形が重なっている様に
描かれている。
　従って、№55や№24といったMAの低い知的障害児の場合は、２つの三角形の組み合わ
せ構造にあるパターンの全体－部分関係を、構造的・有機的に把握することはかなり困難
を伴うと指摘できる。
２．漢字の字形の模写（テスト７）と精神年齢
（１）漢字の字形・「斐」
　漢字の字形・「斐」について、MA別のパターン認識型とその出現率を示す。（表５、図
13）
　表５および図13より、Ⅰ型や i 型はMA６歳未満の群の一部にみられるだけで、その他
の群はすべてⅣ・Ⅴ型で占められていることがわかる。
　表５　パターン認識型と出現率	 （％）
MA（歳：か月） 人数
パターン認識の型
Ⅰ Ⅱ Ⅲ i Ⅳ Ⅴ
６：00未満 25 ４（16） ０（０） ０（０） ５（20） 11（44） ５（20）
６：０～７：11 19 ０（０） ０（０） ０（０） ０（０） １（５） 18（95）
８：０以上 19 ０（０） ０（０） ０（０） ０（０） ０（０） 19（100）
合計 63 ４（６） ０（０） ０（０） ５（８） 12（19） 42（67）
図12　Ⅱ型と	i 型の典型例（鼓型図形）
№54（Ⅱ型） №55（	i 型） №57（	i 型） №24（	i 型）
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　また、この刺激パターンおいては、Ⅱ
やⅢ型が認められていない。
　図14に、  i 型に分類された模写字形と
被検児のMAを示す。
　図14より、MA５歳２か月の№87の場
合をみると、この字形（不完全な囲みの
要素を含む接合型）の全体－部分関係が
有機的に捉えられておらず、文字の一部
に位置のずれが認められる。また、№51
の場合は、模写された文字の一部に位置
のずれと脱落がみられる。
　さらに、MA５歳２か月未満の№86の
模写字形はⅣ型に近いが、「斐」の字形
からはかなり逸脱したものになっている。
（２）一種の複合図形としての字形（実際の漢字にはない）
　一種の複合図形としての字形について、MA別のパターン認識型とその出現率を示す。
（表６、図15）
　表６および図15から、Ⅳ・Ⅴ型の出現率はMAが上昇するにつれて高くなり、MA８歳
以上の群では全部この型で占められる。Ⅲ型はMA６歳未満およびMA６歳から７歳11か
月の群の一部に認められるが、Ⅰ型、Ⅱ型や i 型はMA６歳未満の群に集中して現れている。
図14　	i 型に分類された模写字形
№87（MA5:2） №51（MA5:2未満） №86（MA5:2未満）
図13　パターン認識型と出現率
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　表６　パターン認識型と出現率	 （％）
MA（歳：か月） 人数
パターン認識の型
Ⅰ Ⅱ Ⅲ i Ⅳ Ⅴ
６：00未満 25 ５（20） ３（12） １（４） ４（16） ７（28） ５（20）
６：０～７：11 19 ０（０） ０（０） ２（10） ０（０） ９（48） ８（42）
８：０以上 19 ０（０） ０（０） ０（０） ０（０） ８（42） 11（58）
合計 63 ５（８） ３（５） ３（５） ４（６） 24（38） 24（38）
　図16に、Ⅱ型と i 型に分類された典型
例を示す。
　図16より、№85の模写をみると、継ぎ
足し的でばらばらなパターン認識により、
まるで５階建てのビルの窓を思わせる様
な字形になっている。
　これは、№85は健常視力があるものの、
MAは低くそれだけ情報処理容量が小さい
ため、断片的・継ぎ足し的分節化による把
握様式にとどまっていることを示している。
　また、これが盲児の触覚を通したパ
ターン認識とよく似ていることは非常に
興味深いものがある。（図３）
　次に、№28の i 型をみると、この刺激
パターン（完全な囲みの要素を含む交錯
型）の特徴となっている交錯する線が全
く捉えられておらず、まるで縦線と横線
が長方形で囲まれた様な模写になってい
図15　パターン認識型と出現率
図16　Ⅱ型と	i 型に分類された模写字形
№85（Ⅱ型） №28（	i 型） №54（	i 型） №13（	i 型）
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る。また、№54の場合は、交錯する線の一部を捉えているものの、全体が完全に正方形で
囲まれた様な形になってしまっている。
　さらに、№13の場合は、他に比べてⅣ型にかなり近くなっているが、この刺激パターン
のもう一つの特徴点である囲みの要素が見落とされた模写になっている。
（３）漢字の字形・「無」
　漢字の字形・「無」について、MA別のパターン認識型とその出現率を示す。（表７、図17）
　表７　パターン認識型と出現率	 （％）
MA（歳：か月） 人数
パターン認識の型
Ⅰ Ⅱ Ⅲ i Ⅳ Ⅴ
６：00未満 25 ４（16） ３（12） ２（８） ６（24） ３（12） ７（28）
６：０～７：11 19 ０（０） ０（０） ０（０） ０（０） 10（53） ９（47）
８：０以上 19 ０（０） ０（０） ０（０） ０（０） ５（26） 14（74）
合計 63 ４（６） ３（５） ２（３） ６（10） 18（29） 30（47）
　表７および図17より、MA６歳未満の群の一部を除いて、残り全部がⅣやⅤ型で占めら
れていることがわかる。逆にいえば、Ⅰ
型、Ⅱ型、Ⅲ型、そして i 型は６歳未満
の群に集中して現れていることになる。
　図18に、Ⅱ型と i 型に分類された模写
字形を示す。
　図18より、№31の模写字形をみると、
物干し竿に掛けられた洗濯物がひらひら
風に吹かれている様な形になっている。
　これは、知覚におけるＥ要因がＣ要因
よりも優位に働き、小さな単位での分節
化が生じ、情報処理容量はそれだけ小さ
くなるために、結果として断片的・継ぎ
足し的でばらばらなパターン認識が現わ
れたものと考えられる。
　また、№48の i 型をみると、この字形
（完全な囲みの要素を含む交錯型）の特
徴点となっている交錯する線が捉え切れ
ず、縦線を横切る２本の線が抜け落ちた図17　パターン認識型と出現率
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形となっている。
　同様に、№28の場合は、「無」の上下２線が抜けているために、この字形の一つの特徴
である囲みの要素が完全に消えてしまっている。また、№86の場合は、交錯する線はどう
にか捉えているものの、縦線の一部が上下の横線を突き抜ける様に描かれているので、こ
の囲みの要素が薄れた形になっている。
　 i 型にみられる特徴的なくずれ、ずれや歪みのある模写字形は、MAの低い者に多く見
受けられることから、これらは知的障害児の刺激パターンの全体－部分関係を構造的・有
機的に把握することの難しさ、すなわち、関係認識能力の弱さを示すと考えられる。
Ⅲ　まとめ
　知的障害児に対する模写テストの結果の分析から、以下の点が明らかになった。
１　大人の知覚や認知の段階では、刺激パターンの構成要素である一つの線分が共有線と
して二重の機能を有するという理解は普通に成立する。
　　しかし、知的障害児はこうした共有線の働きに対する理解が乏しく、断片的・継ぎ足
し的分節化によるばらばらなパターン認識にとどまる傾向がある。
　　とくに、MAの低い知的障害児の場合は共有線の概念を理解できず、組み合わせ構造
にある複合図形や漢字の字形の全体－部分関係を構造的・有機的に把握するのは困難で
ある。
　　ここに、共有線の理解がなく小さい情報処理容量にとどまる、知的障害児の視覚パター
ン認識の一つの特性をみることができる。
２　知的障害児の模写図形や字形において、Ⅱ型の細切れでばらばらなパターン認識が数
多く認められた。その原因は、知覚における分節化のＣ要因よりもＥ要因が優位に働き、
小さな単位での分節化あるいは集括化が生じてしまい、刺激パターンの全体的な構造や
特徴点をしっかりと捉え切れなかったためと考えられる。
図18　Ⅱ型と	i 型に分類された模写字形
№31（Ⅱ型） №48（	i 型） №28（	i 型） №86（	i 型）
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　　ここに、知覚における分節化のＣ要因よりもＥ要因が優位に働き、それだけ情報処理
容量が小さい、知的障害児のもう一つの視覚パターン認識の特性をみることができる。
３　 i 型にみられる特徴的なくずれ、ずれや歪みがある模写図形や字形は、MAが低い被
検児ほど多く認められる傾向にある。
　　これは、知能水準の低い知的障害児が刺激パターンの全体－部分関係を構造的・有機
的に把握することの難しさ、すなわち、その関係認識能力の弱さを示すものと考えられる。
４　小柳は、目が全く見えない盲児や視力が弱く一度に知覚できる範囲が狭い強度弱視児
において、その知覚の条件が部分的・継時的にならざるを得ないために、Ⅱ型のばらば
らなパターン認識が現れ易くなることを明らかにしている。
　　これらの事実は、盲児や強度弱視児の場合、知覚の条件が全体的・同時的ではなく、
部分的・継時的になるため、障害の程度（盲→強度弱視→軽度弱視）により、情報受容
容量（小→中→大）が大きく左右されるという模写テストの仮説を証明している。
　　一方では、視覚に障害がなく、知的能力の発達が十分でない健常幼児や知的障害児に
おいても、細切れでばらばらなⅡ型のパターン認識が数多く認められることが明らかに
なっている。
　　このこともまた、全体的・同時的な知覚の条件下にあるにもかかわらず、生活年齢の
低い健常幼児や知的障害児では、生活年齢（低→高）や知能の発達（遅→進）が情報処
理容量を左右し、そのパターン認識の発達に大きな影響を与えるという仮説を実証して
いる。
　　従って、被検児の視覚障害の程度が情報受容容量を、生活年齢や知能の発達が情報処
理容量を左右し、パターン認識の発達特性に影響するといった模写テストの仮説は成り
立つものと考える。
５　本研究では、知的障害児の視覚パターン認識の発達特性として、知能水準が低くなれ
ばなるほど、共有線の概念の理解が難しくなること、および知覚における分節化のＣ要
因よりもＥ要因が優位に働き、Ⅱ型の細切れでばらばらなパターン認識にとどまり易い
ことなどを明らかにすることができた。
　以上の結果から、MA（精神年齢）が知的障害児の情報処理容量を左右し、そのパター
ン認識の発達に大きな影響を与えるという本研究の模写テスト仮説は検証されたことにな
る。
　最後に、知的障害児の学習をすすめるにあたっては、刺激パターンの構造や決定的特徴
点を構造的・有機的に把握し易いように、複合するそれぞれの図形および線分を色分けす
るなどして、より構造化された（すなわち、全体－部分関係を捉え易い）教材を活用する
ことの重要性を指摘したい。
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